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1マテウス・グロイターの地誌的風景画 
─「領域の視覚的フレーミング」｠
１）
へ向けて
蜷　川　順　子
フレームとは，地という混沌から領域を確立させるものである。  
 エリザベス・グロス ２）
１．はじめに
　ヨーロッパにおける風景画の出現を論じる中で越宏一は，「地」から「図」
を突出させることを原理とするギリシア美術において，本質的に「地」である
風景は「そもそも彼らの造形的想像力を刺激しなかった」と述べる ３）。それで
もヘレニズム時代の東方ギリシアにある種の風景表現が登場していたことは現
存する作例から知られており，その登場は古代オリエント美術の風景表現から
何らかの刺激を受けたことに起因するのではないかと考えられている ４）。しか
しながら，そこから独自の芸術ジャンルとして風景画を発達させた功績は，ギ
リシアというよりローマ美術に求められるべきであり，その際地誌的要素より
も，室内にいながらにして憧れの景色のイリュージョンに囲まれることをねら
った，感覚を刺激し，気分を高揚させたり落ち着かせたりする戸外風景の代理
的要素や感性的要素，その前で演じられる人間の行為の舞台を演出する背景的
要素の方が，より重要なものとして考察の対象となっている。
　こうした古代の風景に対する眼差しは，近世ヨーロッパの風景画研究の基本
文献として変わらぬ重要性を保っているケネス・クラークの『風景画論』（1949
年） ５）に響きあう。風景画のみならずその他のジャンルに関しても，基材が見
えないように塗りつくすことで，基材と関係の薄いイリュージョンを成立させ
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るテンペラ画や油彩画こそが芸術作品に値するものと見なす伝統をもつ西洋に
おいて，地誌的要素がほとんど顧慮されないのは，その多くが，グーテンベル
ク（Johannes Gensfleisch zur Laden zum Gutenberg, 1398-1468）の発明以来
飛躍的な進歩を遂げることになる木版画や銅版画などのグラフィック風景画に
見られるためであろう。そこでは紙という基材の地肌を空や大地と見なすこと
が暗黙の了解事項となっている。しかしながら，20世紀後半に文化人類学的美
術史や視覚文化的美術史の方法論が起こってきた今日では，従来完成された美
術作品として扱われることが少なかったグラフィック風景画が，独立した風景
表現の成立を考えるうえで極めて重要であることが認識されるようになっ
た ６）。
　グラフィック風景画は，従来地理学や歴史学などの分野で，主に地図製作研
究に付随して，あるいは歴史的資料として論じられることが多かったが，近年
の学際的研究では，経済学や政治学を含めた多角的な視野から西洋風景画揺籃
期にあたる16，17世紀を見渡すような研究がすすんでいる ７）。美術史学におい
ては従来，イタリアではカラッチ派にはじまる理想的風景画 ８）と，人工的な
世界風景と呼ばれたアントウェルペン風景画 ９）や地理学の興隆と連動したド
ナウ派の活動 10）が，近代風景画の始まりとして特筆すべきだと見なされる場
合が多い。しかしながら，17世紀オランダの自然主義的風景画の登場を視野に
入れて考えるならば，地誌的風景画がギリシア風景画の登場に際しての刺激で
あったように，地図製作者の周辺で地誌的風景画を制作した画家たちの活動と
作品もまた，近代風景画成立に大きな役割を果たしたのではないだろうか。こ
のように考えることで，これまで十分に論じられなかった画家と地図製作者と
の関係，画家と注文主との関係，画家と出版者との関係，画家同士の関係など
を明らかにし，また，これらの画家たちを通したイメージの伝播や拡散の地平
に，自然主義的風景画の登場を位置付けることができるように思われる。
　ところで以前に，16世紀に制作された万国図屏風の図像的源泉と見なされる，
ブラウ＝カエリウスの地図と呼ばれる1609年の私家版について考察した際─
この地図の外観は現在写真を通してのみ知られている─当該版が存在したこ
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とは，カエリウス（Kaerius or Pieter van den Keere, 1571-c. 1646）が編集し
た1619年の地図のカルトゥーシュに記されており，それが1606年のウィレム・
ブラウ（Willem Blaeu 1571-1638）の地図に基づくものであることを確認する
ことができた。屏風自体は，そこに大きく描かれたポルトガルの地図から見て，
同国の商人が介在して日本で制作されたものと思われるのだが，プロテスタン
ト勢力とカトリックとがヨーロッパを二分した宗教改革期に，カトリック側の
カエリウスの方がポルトガル人と接触しやすかったにも拘わらず，プロテスタ
ントのブラウの地図が用いられた点に，複雑な時代背景を読み取ることができ
る 11）。
　ここでは，16世紀のグラフィック風景画家や地図製作者の中に，この複雑な
時代背景を解きほぐす手掛かりを求めて，プロテスタントからカトリックに改
宗し，最終的にローマで活躍したマテウス・グロイターの活動に焦点を当てて
みたい。グロイターはまた，16世紀末の日本にもたらされた銅版画シリーズと
深い関係があるため，ここでは風景画の問題から多少迂回して銅版画の関連図
像も扱う章を設けた。
２．マテウス・グロイター（Matthäus Greuter, 1564/66-1638） 
とシュトラスブルク
　後に移り住んだイタリアでマッテオ Matteo などと呼ばれることになるマテ
ウスは，金細工師コンラート Konrad の息子として，1564年から66年のかけた
いずれかの時点で，シュトラスブルク（現ストラスブール）市に生まれた。コ
ンラートは当時帝国自由都市として認められていたドイツ南部のケンプテン
（アルゴイ）出身で，そこから移り住んだシュトラスブルク市において，1564
年に市民登録がなされた。息子であるマテウスは1588年のある記録によると，
おそらく父の工房で金細工師として活動していたようだが，1594年には版画制
作者として同市に登録している 12）。私生活においては，シュトラスブルクで結
婚し，息子フリードリヒもおそらく同市で生まれた。この最初の妻との間には，
息子がもう一人と娘スザンヌが生まれ，フリードリヒとスザンヌは長じて彼の
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周辺で同業者として活動することになる。彼の初期の職業上の活動は，シュト
ラスブルクの芸術家たちと関連しているが，まずはこの時代のシュトラスブル
クの状況に触れておく必要があるだろう 13）。
　宗教改革以降のドイツの諸侯たちはカトリック派かプロテスタント派に分か
れることになるがそれぞれの陣営も一枚岩の結束を保っていたわけではなく，
詳細に見れば見るほど複雑な様相を示す。ここで，16世紀末に起こったシュト
ラスブルク司教戦争（1592-1604）の原因を考えるために，カトリック陣営で
力のあったバイエルン公アルブレヒト５世（Albrecht V von Bayern, 1528-
1579）の第７子エルンスト・フォン・バイエルン（Ernst von Bayern, 1554-
1612）に注目してみよう 14）。
　エルンストは1566年，12歳にしてフライシングの司教となったほどの人物で
あるが，1573年には，ヒルデスハイム司教管区全体をルター派に改宗させよう
としたゲルフ Guelph/Welf 公の意に反してカトリックにとどまったヒルデス
ハイム周辺の３地区の司教となって，教皇庁やカトリックの擁護者スペインを
非常に喜ばせた。カトリック勢力を拡大しようとする彼の次なるターゲットは，
シュマルカルデン戦争（1546-1547） 15）以来はじめて重大な宗派間抗争があっ
たケルンであった。しかもその始まりは，宗派間抗争ではなく，大司教選出に
際したカトリックの派閥間の論争にあった。
　1577年，エルンストをケルン大司教に選出しようとする動きに反対したのは，
当時シュトラスブルクの司教だったヨーハン・フォン・マンデルシャイト
（Johann von Manderscheid-Blankenheim, 1538-1592）で，彼の推すヴァルド
ブルクのゲブハルト・トルフゼス（Gebhard Truchsess von Waldburg, 1547-
1601）が僅差で選ばれた。エルンストを推していたスペインがこの結果を静観
したのは，ゲブハルトがイエズス会とも密接なつながりのある良きキリスト者
であるように思えたからであった。しかしながら就任後間もなくトルフゼス大
司教はアグネス・フォン・マンスフェルト（Agnes von Mansfeld-Eisleben, 
1551-1637）という尼僧と恋に落ち，1582年２月に彼女と結婚をしたのである。
ルネサンスのカトリックは色恋沙汰に寛容だったとされるが，このことが，論
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争を経て就任したケルン大司教の不祥事と見なされたことに態度を硬化させた
トルフゼスは，ボンを拠点に挙兵し，司教管区の資産を掌握すると，同年12月
９日にカルヴァン派への改宗を宣言した。トルフゼス側としては，アウクスブ
ルクの和議 16）に基づき，皇帝にプロテスタント諸侯として認められようとし
たものと思われるが，選帝侯領としてのケルンの重要さや，ルター派ではなく
より過激なカルヴァン派を選んだことなどが災いして，トルフゼスの目論見が
果たされることはなく，翌1583年４月１日にトルフゼスは教皇に解任された。
　この機に乗じて再びバイエルン公はエルンストを新しい司教に推し，また，
事の重大さに気づいたスペインは，スペインへの巡礼道に近接したケルン防衛
のために軍を派遣した。皇帝ルドルフ Rudolf は，バイエルン公の増長やスペ
インの介入を快く思わなかったようだが，結局のところ1583年５月23日にエル
ンストがケルン大司教に就任したのである。
　同じくスペイン道に近接していたシュトラスブルクにおいても，ケルンの出
来事が引き金となって，すでに述べたシュトラスブルク司教戦争と呼ばれる問
題が勃発した。ケルン大司教にトルフゼスを推したのは，当時シュトラスブル
ク司教だったヨーハン・フォン・マンデルシャイトだが，トルフゼス自身はそ
れまでシュトラスブルク聖堂参事会の助祭であり，ケルンで，他の11人のプロ
テスタント派と７人のカトリック派と共に彼を応援した三参事会員は，この参
事会のメンバーであった。実際この時点での宗派間の対立はそれほど深刻では
なかったようだ。
　問題は，マンデルシャイト司教が没した1592年に起こった。後任の司教選出
に際して，少数派のカトリックに参事会員として受け入れられていた多数派の
プロテスタントは，選挙の実施を監督する資格のあるロレーヌ公シャルル（Duc 
Charles de Lorraine, 1567-1607）の立会いの元で，新しい司教の選出に係るこ
とになった。シャルルは，メッスの枢機卿兼司教として，幅広い人脈をもつ力
のある人物であった。彼はカトリ ヌー・ド・メディシス（Catherine de Médicis, 
1519-1589） 17）の孫で，婚姻を通してバイエルン公ヴィルヘルム５世とも繋が
りがあった。プロテスタント派は，スペイン─ロレーヌ─バイエルンの係累に
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よる罠にはまり，ケルンの同士がそうなったように聖職禄を奪われることを恐
れた。彼らは少数の支援者を集めて，市内の司教管区局を急襲し，市の警備隊
に守られて，同地のプロテスタント系の学校の15歳の学生ヨーハン・ゲオルク
（Johann Georg von Brandenburg, 1577-1624） を 新 司 教 と し た。 当時 
ルター派であったブランデンブルク選帝侯（Joachim Friedrich von Brandenburg-
Küstrin, 1546-1608）の孫でもあるヨーハンの選出は，帝国内のルター派の支
持を狙ったものでもあった。またロレーヌ公と敵対関係にあったヴュルテンベ
ルクも，好条件と引き換えに応援軍を送り込んだために緊張関係がつづくのだ
が，仲介能力に欠ける皇帝ルドルフ 18）に代わって1593年フランス王アンリ４
世（Henri IV, 1553-1610） 19）が，ロレーヌ公，ヨーハン・ゲオルク，ヴュルテ
ンベルク公という三者間の調停に乗り出したのである。
　ここでシュトラスブルクの聖職者や諸侯間の喧噪を離れてグロイターに話を
戻すならば，彼は1594年または1595年にルター派からカトリックへと改宗し，
シュトラスブルクを離れてリヨンに移り，領主アンリ４世に仕えることになる。
したがって，版画家として登録した1594年には，すでにリヨンに移るべく改宗
の意図を固めていたのかもしれない。
３．マテウス・グロイターのシュトラスブルクでの活動
　戦争が続いた16世紀には，版画による数多くのグラフック都市景観図が描か
れたが，敵対する地域の攻略を狙った都市図ばかりでなく，堡塁を扱った出版
物も多く刊行された。こうした戦争関連の出版物は，15世紀末には描かれ始め
た「市民の建築」に対する「軍の建築」とも言うべきサブ・ジャンルを形成し，
数学的基礎設計図と共に砦の立体的構造図も掲載されたのだが，銅版画による
タイトル・ページに地誌的な情報が添えられて，出版物の装飾となっている場
合が少なくない。
　16世紀から18世紀にかけて，この分野で最も重要だと見なされたのがシュト
ラスブルクの堡塁建造家にして地図製作者であったダニエル・シュペックリン
（Daniel Specklin/Speckle/Speckel, 1536-1589）の著作『堡塁建築 Architectura 
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von Vestungen』である。この著作は著者が没した1589年に初版が刊行され，
1599年，1608年と版を重ねて，18世紀には４版も刊行されている［図１］。
　1599年版の表紙［図２］は，赤と黒のインクで印刷されたもので，作品の内
容に関連した絵画的装飾でもある二人の女性像が建築枠的装飾に組み込まれ
て，タイトルなどの文字を取り巻いている。砲弾を入れた火薬樽，大砲，鎚鉾
などの武器が，中央が割れた破風に嵌め込まれ，破風を支える柱に重なる両側
の二人は，建築の擬人像として設計段階と建築段階とをそれぞれ表しているの
である。下の台からは窓を通してみるように，遠くに地平線のある風景［図３］
が描かれ，手前に並べられた砲弾によって破壊されたのであろうか，地平線か
らは戦闘の痕跡を示す煙が立ちのぼっている 20）。
図１　ダニエル・シュペックリン『堡塁
建築』（1589年）の1705年版（ド
レスデン製）表紙、ヘルツォーク・
アウグスト図書館、ヴォルフェン
ビュッテル
図２　ダニエル・シュペックリン『堡塁
建築』（1589年）の1599年版（シュ
トラスブルク製）表紙，ETH図
書館，チューリヒ
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　この表紙絵を制作したのは，ラザルス・ゼッツナー（Lazarus Zetzner, 
1551-1616）とベルンハルト・ヨービン（Bernhard Jobin, 1545以前 -1593）だが，
1589年の挿絵が豊富なこの著作の初版を印刷したのはグロイターである。彼は
早い時期からシュペックリンと接触していたことが知られ，1587年には，シュ
ペックリンの素描に基づくシュトラスブルクの景観［図４］を銅版画にしてい
る。中央にシュトラスブルク大聖堂を南西の方角から真横に捉え，画面手前に
近づくに連れて，市壁の外側に広がる田畑を鳥瞰図的に捉える視点は，16世紀
図３　図２の部分《堡塁のある風景》カルトゥーシュ装飾
図４　《シュトラスブルクの景観》ダニエル・シュペックリン原画，マテウス・グ
ロイター彫版，17.5×43.4cm，1587年，コーブルク
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の景観図に共通するものであり，都
市を称えるプットが左右の空中にい
て，中央のリボン状の銘文帯には
ARGENTINA の文字がある 21）。
　1594年に独立した版画家として登
録する以前から，彼はダニエル・シュ
ペックリンの周辺で都市景観や風景
の捉え方，大聖堂の建築的外観の描
法を学んだものと思われる。同じ
1587年には，シュトラスブルク在住
の画家，版画家にして建築理論家で
あったヴェンデル・ディーターリン
（Wendel Dietterlin, 1550/51-1599）の素描を用いて，ウェヌス（ヴィーナス）
の寓意［図５］を題材とした銅版画を制作した。このうちの一点《ウェヌスの
力》が，東京の国立西洋美術館に収蔵されている。マニエリストであるディー
ターリンの込み入った不可思議な戸外空間の中央で，愛の力を発揮するウェヌ
スを主題とした寓意画である。その２年後には，同じくディーターリンの《エ
リアの昇天》のフレスコ画に基づくエッチングを作成した。ラファエロ
（Raffaello Santi, 1483-1520）に対するマルカントーニオ・ライモンディ
（Marcantonio Raimondi, c. 1470/1482-c. 1534）がそうであったように，一点
しかない絵画作品やフレスコ画のイメージを多くの人に伝える，複製制作者と
しての役割も担っていたのである 22）。
４．マテウス・グロイターのリヨンでの活動 
─寓意的表現を中心に
　1594年または1595年にグロイターはルター派からカトリックへと改宗すると
ともにシュトラスブルクを離れてリヨンに移り，アンリ４世に仕えて彼のため
の印刷をおこなった。上述のように，アンリ４世は1593年にシュトラスブルク
図５　《ウェヌスとアモール》ラファエル・
モッタの原画に基づき，マテウス・
グロイター彫版  
国立西洋美術館版は《ウェヌスの力》
（ヴェンデル・ディーターリンの原
画による），20.0×30.6cm，1587年
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司教戦争の調停のために同地を訪れていることから，グロイターと何らかの接
触があり，そのことが彼の改宗と移転とを促したのかもしれない。あるいはそ
れをきっかけとして，ダールらが述べるように「オランダの地図出版の，きわ
めて知的で商業的な圧力」 23）に押され，その直接的影響力が及びにくい南へと
向かったのかもしれない。
　1595年に制作された王の肖像画の一枚には，グロイターの工房の場所が「à 
l'espee d'arme en la rue bone Vou」と記されている［図６］ 24）。翌1596年には，
ペトラルカ（Francesco Petrarca, 1304-1374）の『凱旋 Trionfi』の６点の版
画からなるシリーズを制作した。ペトラルカのこの著作は，彼が夢で見た一連
の凱旋行列を語り伝えるという体裁で，愛，貞潔［図７］，死，名声，時間そ
して永遠の勝利という区分に対応した構成となっている 25）。
図６　《フランス王アンリ４世の肖像》
マテウス・グロイターによりリヨ
ンにて制作，26.8×17.0cm，1595
年，パリ
図７　ペトラルカ『凱旋』の挿絵，マロ
ール・コレクション（パリ）
　1598年には，主禱文に関連する「七つの祈願」と表紙から成る８枚の銅版画
シリーズを制作した［図8-15］ 26）。このシリーズは，現在大阪府茨木市資料館
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図８　《七秘跡と七美徳のある主の祈り
の七祈願》シリーズの表紙「天に
ましますわれらの父よ」，図８～
図15はリヨンにて制作，マロー
ル・コレクション（パリ）
図９　《第一の祈願，洗礼，信》「願わく
ば御名の尊まれんことを」
図10　《第二の祈願，堅振，望》「御国の
来たらんことを」
図11　《第三の祈願，品級，愛》「御旨の
天に行わるる如く地にも行われん
ことを」
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図12　《第四の祈願，聖体，節制》われ
らの日用の糧を，今日われらに与
え給え」
図14　《第六の祈願，婚姻，賢明》「われ
らを試みに引き給わざれ」
図15　《第七の祈願，終油，剛毅》「われ
らを悪より救い給え，アーメン」
図13　《第五の祈願，悔悛，正義》「われ
らが人を赦す如く，われらの罪を
赦し給え」
マテウス・グロイターの地誌的風景画
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に保管されている５点の銅版画の原本の一つと考えられている。茨木市のシリ
ーズ（以下，茨木本）は，大正11-12年に，新村出が『天使讃仰図』と名付け
て報告した大阪府茨木市千提寺の東家より１点，下音羽の大神家より５点発見
されたもので，わが国に伝来したキリシタン美術を考える上で非常に重要な作
品である 27）。16世紀末から17世紀初頭にかけて日本にもたらされた茨木本には，
リヨン版にはないヴェローナの文字があるため，この北イタリアの地で複製さ
れたものと考えられる。内容的には，主禱文（主の祈り）の祈願を七つに分け
て，それぞれに七つの秘蹟と七つの美徳を対応させたものある。内容や図像の
詳細については稿を改めることにしたいが，エアランゲン，パリ（リヨン本），
ウィーン（シュレーグル本，上オーストリア）に残る版本と比較することがで
き，各国が採用しているタイトル『七秘跡と七美徳のある主の祈りの七祈願』
と呼ぶ方が妥当であろう 28）。実際，これらの画面の中央に大きく描かれているの
は，天使ではなく，各美徳の女性抽象名詞を擬人化した女性像なのである 29）。
　浅野ひとみは，これらの擬人像と《マンテーニャのタロット》（1465年）や
派生的エンブレム集に類似点があることを指摘している 30）。タロットの起源が
ペトラルカの『凱旋』にあると見なされていることを考え合わせると，グロイ
ターは『凱旋』シリーズ作成のために研究したタロットやエンブレム集のイメ
ージを，『七秘跡と七美徳のある主の祈りの七祈願』にも応用したと見なすこ
とができるだろう。
　また浅野は，注文主に関して第三の祈願に描かれた修道服の縄の結び目から
フランチェスコ会に関係していたとしているが，この像が擬人像として描かれ
たものであることなどを勘案すると，必ずしもフランチェスコ会である必要は
ないのかもしれない。同じく千提寺で発見された《フランシスコ・ザビエル像》
（神戸市立博物館）などとの関連を重視するならイエズス会系の発注者を想定
してもよいが，この問題も稿を改めて論じたい。
　グロイターは，世紀の変わり目までにはリヨンを離れて南に向かっていたと
思われ，モンペリエで，同市立または王立会計院の代理人ボリュウ Beaulieu
なる人物が，おそらくサイド・ビジネスまたは趣味として活動していたカリグ
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ラフィー（書体／書き方）師として著した書物のためにカリグラフィーの銅版
画を1599年に制作した 31）。さらにアヴィニョンにおいて，1600年にマリー・ド・
メディシスがアンリ４世の花嫁として同市に入城したことを記念した祝賀行列
の挿絵を，アンコナ大司教であったイエズス会士ヴァリャディエール（André 
Valladier, 1565-1638） の1601年 の 著 作『 ガ リ ア の ヘ ラ ク レ ス 王 の 迷 宮
Labyrinthe Royal de L'Hercule Gaulois』に描くよう依頼されている。ヴァリ
ャディエールはその後王宮付説教師となり，さらにメッスのサン・アルノール
修道院の修道院長に就任した。
　ベルは，ヴァリャディエールとの接触が，後にローマに移ってから頻繁に接
触するイエズス会とグロイターの最初の接点であったように思われるとしてい
るが，すでに述べたように，シュトラスブルク司教がケルン大司教の候補とし
て推したトルフゼスは，イエズス会と密接なつながりがあったし，シュトラス
ブルク司教戦争の当事者の一人ロレーヌ公もそのようなつながりをもっていた
ことから，グロイターはイエズス会との接触の機会をすでにもっていたのでは
ないかとも考えられる。
　リヨンで国際的に知名度の高い版画工房で活動したグロイターは，1602年に
フランスを離れる頃には，フランスで高く評価された芸術家の一人になってい
た。この時代のグラフィック作家に見られるように，古今の大芸術家の作品 32）
をグラフィックで模写するばかりでなく，上述のペトラルカの『凱旋』の挿絵
や『七秘跡と七美徳のある主の祈りの七祈願』をはじめ独自に考案した寓意的
銅版画シリーズを制作し，それらが広く人気を博して複数の言語に翻訳された
ことが知られている 33）。
５．マテウス・グロイターのローマでの活動
　グロイターは1602年にフランスを後にし，シエナに立ち寄ってトーナメント
を描いた銅版画などを制作した後，1603年にはローマに移り住んでいる。その
後ローマを離れることはなかったが，1608年にはフィレンツェに旅行し，メデ
ィチ大公コジモ２世（Cosimo II, Grand Duke of Tuscany, 1590-1621）とオー
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ストリアのマリア・マグダレーナ（Maria Maddalena, d'Austria, granduchessa, 
1587-1631）との結婚に関する５点の銅版画を制作した［図16］ 34）。
　ローマでは，潤沢に採算のとれる印刷事業を確立することができたのだが，
それはフランスにおける名声と蓄積の賜物であった。また，コレッジオ・ロマ
ーノやアッカデミーア・デイ・リンチェイなどローマにおける重要な組織と長
く持続的な関係を保つことで，安定した注文を確保し，在ローマのドイツ人が
集うカンポサント・チュートニコ信心会では役職も務めた。
　ローマへは子供たちを引き連れて移り住んだのだが，まもなく彼はインノツ
ェンツァ・グランドーニと再婚し，さらに息子をもうけた 35）。数多くの版画家
や出版社が密集して住んで活動していた，パリオーネ通りの東の地域で活動し，
情報交換や事業協力をすすめる関係を築いたと見られる。1608年に開いた最初
の工房は，サン・マルチェッロ教会近くのコルソにあった。その後1612年に移
転し，1618年にパリオーネ通りのサン・トマーゾ教会近くのアリンセーニャ・
デッラ・キラネラに活動の場を設けた。1630年から36年に再びサン・マルチェ
ッロの教区教会に近い，スキアッラ宮とトレヴィの泉近辺の息子一家の居宅の
近くに住んだ。この息子ヨーハン・フリードリヒはマテウスのもっとも重要な
弟子で，いくつかの注文において，二人が同じ仕事に携わったことが記録から
知られている 36）。しかしながら共同作業は，記録に残るよりもはるかに頻繁に
図16　《メディチ家の紋章》マロール・コレクション（パリ）
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おこなわれたものと思われる。
　1630年代になると，グロイターの共同制作者に，シェトラスブルク出身の版
画家ダニエル・ウィドマー（Daniel Widmer）や，ツェルン出身の刷師ヨーハ
ン・ウィデマン（Johan Widemann）が加わった。おそらくシャルル・オード
ラン（Charles Audran）も彼の弟子だった。フランドルの刷師ヘールト・フ
ァン・スハイク（Geert/Govert van Schayck）は，1615年にグロイターの娘ス
ザンヌと結婚し，引き続き彼のために活動した。16世紀の版画制作を含めた出
版業者に頻繁に見られるように，家族や同郷者と共にファミリー・ビジネスと
して基盤が固められたのである。さらに教皇ウルバヌス８世（Urbanus VIII, 
Maffeo Vincenzo Barberini, 1568-1644，在位：1623－1644）やその出身家門
であるバルベリーニ家の保護もあって，ローマにおけるグロイターの活動はさ
まざまな方向に展開することになる 37）。
　すでに述べたように，ローマ到着以前からの縁故もあって，彼はしばしばイ
エズス会のために働いた。イエズス会の有名な代表者である，ポーランドのス
タニスウァフ・コストカ（Stanislaus Kostka, 1550-1568）の肖像（1607年）や
イグナティウス・ロヨラ（Ignatius de Loyola, 1491-1556）やフランシスコ・
ザビエル（Francisco Xavier, 1506-1552）を称える銅版画（1610年）を出版し，
また，これら教団の創設者たちが集い会話をしているような「聖会話」のある
大型版画を1622年に制作した。またフランスの修辞家ルイ・リシェーム（Louis 
Richeome, 1544-1625）が著した『霊的絵画 La peint. Spirituelle』（1611年）に
銅版画による挿絵を施した。この書はイグナティウスの『霊操 Exerzitien』を
補完するものとしてイエズス会の初学者の霊的導きの書として広く読まれたも
ので，グロイターの挿絵は瞑想用エンブレムとして機能した。さらにローマの
「初学者のキャンパス」や今日では失われているローマのサン・ヴィターレ聖
堂の絵画サイクル，その成立を指導したジョヴァンニ・バティスタ・フィアメ
リ（Givannni Battista Fiammeri, c. 1530-1606）の肖像などを描いている。
1610年にはカルロ・ボッロメウス（Carlo Borromeo, 1538-1584）の聖話を記
録する二つの版画の下絵を描き彫版した。一つは，サン・ピエトロ聖堂内部の
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儀式の間，もう一つは聖堂ファサードの装飾に眼を向けたものである。
　イエズス会以外にも，ローマのオラトリオ会のフィリッポ・ネリ（Filippo 
Romolo Neri, 1515-1595）のためにさらに版画を制作している。こうした宗教
的団体以外に，ローマの知的なサークルと接触し，すでに述べたように1603年
に創設されたアッカデミーア・ディ・リンチェイの学術出版のために数多くの
注文を受けた 38）。中でもガリレオ・ガリレイ（Galileo Galilei, 1564-1642）の著
作のうち二つを印刷した。『星界の報告 Sidereus Nuncius』（1610年）と『太陽
黒点論 Istoria E Dimostrazioni Intorno Alle Macchie Solari』（1613）である。
これら二つの論文は，天体鏡を使ったガリレオの画期的な天体観察を記録した
もので，これらの挿絵画家として選ばれたことから，ガリレオ自身はもとより
このアカデミーの創設者であったフェデリコ・チェージ（Federico Cesi, 
1585-1630）が，グロイターの絵画的解釈と挿絵の質を如何に高く評価してい
たかが伺える。1625年にグロイターは，蜜蜂を一門の表徴として使っているバ
ルベリーニ家の栄誉のために，フランチェスコ・ステリュッティ（Francesco 
Stelluti, 1577-1653）がデザインした『芳香図集 Melissographia』を彫版した。
蜜蜂やその解剖学の拡大表現に鑑み，顕微鏡を使って制作，出版された最初の
画像だとみなされている。天体鏡や顕微鏡のみならず，ヨーロッパ人にとって
地理的に拡張した世界の知識に関するものとして，フランチェスコ・ヘルナン
デス（Francisco Hernàndez, 1514-1587）のメキシコの動植物に関する包括的
な著作『新大陸薬草宝鑑Rerum Medicarum Novae Hispaniae Thesaurus』（1628
年）や『ペルシウス抄 Stellutis Persio』（1630年）の表紙を制作した。その死
の直前に，グロイターは自然史的な仕事に関わり，『化石樹木論 Trattato del 
legno fossile』（1637年）の精緻な銅版画を遺した。
６．ローマにおける地誌的グラフィック景観図
　ローマでは，上述のような宗教的，寓意的，科学的イメージと並んで，数多
くの注目すべき地誌的グラフィック景観図を生産している。1618年，彼は『近
代ローマの新景観 Disegno Nuovo di Roma Moderna…』と題された，ローマ
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の都市景観を，古来の文化財や最新の建造物，および教皇や神聖ローマ皇帝の
名前と称賛の銘文のある12枚の版画（各120×250cm）で取り囲んだ作品を制
作した 39）。この印刷物は元来教皇パウルス５世（Paulus V, Camillo Borghese, 
1552-1621，在位：1605-1621）に捧げられる予定であったがその治世に間に合
わず，手を加えた後の出版物（1624年，1638年）が教皇ウルバヌス８世に捧げ
られた。高い視点で捉えた地誌や建築の詳細な再現に基づくグロイターの新景
観 Disegno Nuovo は，ジョヴァンニ・バティスタ・ノッリ（Giovanni Battista 
Nolli）の新たな測量に基づく地図（1748年）が登場するまで，長らくローマの
再現的描写の手本となった。グロイターは，引き続いてより小型のフラスカティ
のグラフィック景観画［図17］（1620） 40）や，アプリエン，マントヴァ，ファ
ブリアーノの地図を制作し，1640年には，これも12の個別の景観図のあるイタ
リアの大地図［図18］を出版した 41）。
　また1632年と38年にはそれぞれ，49の経線のある26.5センチくらいの天球儀
と地球儀のペアを制作した。1632年の天地球儀において，グロイターは手本と
したウィレム・ヤンスゾーン・ブラウの1622年の地球儀に忠実であるが，この
ことを彼は銘文の一つで明らかにしている。こうした注目すべき地球儀の制作
以外にも，建築物や建築複合体の銅版画の原画シリーズを描き，そこでファサ
ードの立面図や敷地の平面図を詳細に扱う一方で，都市の周辺にある建築物を
図17　《フラスカティの景観》17世紀の増刷
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立体感のある仕方で綿密にとらえた。こうした印刷物は，同時代の建築家や都
市計画者にとって視覚的資料となるばかりでなく，建築注文に応募する際の提
示資料やローマ訪問者のお土産となった。
　1613年に描かれたグロイターのサン・ピエトロ聖堂の眺望は，ある建造物設
計のために用いられたもので，既存の平面図に新築の塔のための新たな設計図
を加える際に，比較すべき建造物として加えられている。すなわち，都市計画の 
ための眺望図として制作されたのである。また別の眺望図は，ローマ旅行のた 
めの印刷物シリーズ『壮麗なるローマの景観 Speculum Romanae Magnificentiae』
に見られる。バシリカ内部の眺望［図19］や教皇宮殿を題材としたものもあり，
パプリ・バルトーニ（Papri Bartoli）が設計した新館部分も捉えられているこ
とがある。グロイターがジョヴァンニ・マッギと共に作ったローマの大市壁
（1625年頃）やローマの宮廷庭園シリーズ［図20］ 42）（1623年）は，彼の義理の
息子スハイクと共に制作されたもので，人気が高く，グロイターの死後も改訂
版が作られ続けた。
　『気高き教皇たちの墓所とメダル Depositi e medaglie d'alcuni sommi pontefict
…』（1630）では建築内部を示すものとして教皇の壁面墓碑を記録した銅版
画 43）を制作し，『ラテラノ宮殿の外壁 De lateranensibus parietinis』（1625）で
はラテラノ宮の外観を描いた建築景観画を制作した。
図18　《イタリアの地図》1713年の増刷　マラテス
テ｠ィアーナ図書館
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　彼の印刷物は，死後も長く重用され続けた。ロッシ社の分家は，グロイター
の原版を数多く手に入れ，17世紀の後半まで彼の版画を刷り続けた。そこには
彼のサインや商標も残された。グロイターによる高さ50センチの地球儀は，
1638年にジョヴァンニ・バティスタ・デ・ロッシ（Giovanni Battista de'Rossi）
によって複製され，1695年にドメニコ・デ・ロッシ（Domenico de' Rossi）に
よって印刷され直した。グロイターの数多くの記録印刷図（教皇庁の眺望，教
図20　《モンタルト枢機卿邸の庭園》『ローマとその周辺にある庭園』シリーズ（８
枚組），約23.5×36.0cm，パリ
図19　《ローマ，サン・ピエトロ聖堂における信仰告白のためのプロジェクト》，
20.5×26.2㎝，パリ
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皇庁の庭園，ローマの市壁など）も，新たに発行された。
７．まとめに代えて
　ここでは，宗教改革の激動期にあったヨーロッパで，プロテスタントの地図
製作の知識をもってカトリック圏で活躍したマテウス・グロイターの活動を概
観した。16世紀のヨーロッパでは，このように宗派の領域をまたいで活躍する
画家は少なくなく，全体の傾向や特質について結論を出すには，比較可能な芸
術家たちの活動を検討した後の作業になるように思われる。ここではグロイタ
ーと比較可能なネーデルラントの３名の画家を挙げ，今後の研究の方向性を述
べることで，まとめに代えておきたい。
　念頭にあるのは，16世紀末から17世紀初頭にかけて地図製作がさかんだった
ネーデルラント地方において，地図制作に関わりながら新しい風景表現の可能
性を切り拓いた画家たちである。ここではとくに重要だと思われる３名の画家
─ヨーリス・フーフナーヘル（Joris Hoefnagel1542-1601），クラース・ヤンス
ゾーン・フィッシャー（Claes Jansz. Visscher, 1587-1652），ヨハンネス・フィ
ングボーンス（Johannes Vingboons, 1616/17-1670）─をとりあげ，従来あま
り紹介されてこなかったそれぞれの画業を概観し，地図制作との関係，ジャン
ル画としての風景画との関係，地誌的情報収集への寄与の程度などの観点から
各々の活動をここで簡単に比較しておこう。
　フーフナーヘルは，スペイン軍によるアントウェルペン劫奪で，財産のほと
んどを失った1576年の翌年に，世界初のアトラス『地球の舞台 Theatrum 
Orbis Terrarum』（1570年）を出版した地理学者にして地図製作者のアブラハ
ム・オルテリウス（Abraham Ortelius, 1527-1598）と共に南へ向かい，1578
年から８年間ミュンヘンでバイエルン公に宮廷画家として仕えた。宮廷では一
連の地誌的風景画を制作しているが，オルテリウスの薫陶を受けながらも，注
文主のねらいに合わせて彼がとった独特の視点がそれらの風景画の特徴として
あげられる。注文主のねらいを解明する中で，地誌的情報収集の一環としてあ
った自然主義的風景画制作の一側面が明らかになってくると思われる。彼はそ
關西大學『文學論集』第67巻第１号
22
の後フランクフルトでの滞在を経て，晩年はウィーンで暮らした。
　アントウェルペンを去る以前にも各地を旅行しており，イギリスでもっとも
初期の写実的水彩風景画を制作したことで知られている。これらの足跡から分
かるように，活動地はヨーロッパ全域にわたり，また，風景画，エンブレム，
ミニアチュール，地誌的素描，ジャンル画，神話画など活動領域も幅広く，訪
れた先々で数多くの風景素描を制作した 44）。その一方で，フーフナーヘルの初
期風景画は，ブラウン（Georg Braun, 1541-1622）とホーヘンベルフ（Franz 
Hogenberg）の『世界都市図集成 Civitates orbis terrarum』（1572-1618）の挿
絵のモデルとして使われたが，この挿絵がフィッシャーによって参照され，ア
ムステルダムで活躍したブラウ一族の壁掛地図の装飾としても用いられた点は
注目に値する。これらの書籍や地図のモティーフを祖型とするイメージは，す
でに述べたわが国で制作された南蛮屏風でも借用されており，また，当時来日
していたイベリア諸国の商人や宣教師を介してヨーロッパに伝えられた日本の
諸都市のイメージが，フィングボーンスによってヨーロッパ風の風景画へと仕
上げられている例もある。フィングボーンスの一連の風景画とフィッシャーの
風景画とは共通するモティーフも多く，フィングボーンスはアジア図制作の過
程で，フィッシャーの風景画を一種のテンプレートとしていた可能性がある。
また，ある種のテンプレートを用いた風景画の作成は，数多くのさまざまな風
景画を市場に出したオランダ風景画の特色でもある。
　クラース・ヤンスゾーン・フィッシャ  ー45）は，オランダ黄金時代のアムス
テルダムに店を構えて，素描家，銅版画家，地図製作者，出版社として活躍し
た。時代の波に乗って，プロテスタントの聖書のイラストに，聖書に登場する
場所の景観を描いて人気を博した。また，ウィレム・ブラウの地図や自身で彫
版した地図に，都市景観を含む手の込んだボーダー装飾を描いたが，これは本
論で扱ったマテウス・グロイターがローマの景観図において採用した手法であ
る。また，17世紀オランダ風景画家のエサイアス・ファン・デ・フェルデ（Esias 
van de Velde, 1587-1630）やダーフィット・フィンクボーンス（David 
Vinckboons, 1576-c. 1632）の絵を版画にして出版した。
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　ブラウの世界図が制作されたのは，世界地理に関する情報量が飛躍的に増大
しつつあった時期で，そうした地図のために装飾ボーダーの風景画を描いたフ
ィッシャーは，新たに創作するだけでなく，フーフナーヘルらによってすでに
確立されていた都市図を用いる場合もあった。
　ヨハンネス・フィングボーンスは，すでに上述の二人の画家との関係で言及
した。フィングボーンスは，南ネーデルラントのメヘレン出身の画家であった
父ダーフィットの死後，兄弟と共に印刷・出版・建築設計など多角的な業務を
こなす工房を構えていたが，1640年頃から地図製作者および水彩画家として活
躍するようになり，とくにアムステルダムの地図製作者ヨアン・ブラウのため
に数多くの景観図を含む地図のボーダー装飾を描いた。オランダ西インド会社
や東インド会社の要請で制作されたレポートやスケッチを元に，やはり一定の
テンプレートを用いた景観図を描き，彼の手で初めて絵画化された地形も少な
くない。フィングボーンスの頃になると，こうした風景画の形式が一種のテン
プレートとなって，アジア諸都市をとらえはじめる。大阪や堺などの日本の都
市図も含まれており，堺の景観は中国のアモイに酷似しているため，実際に堺
を見たのではなく，確立されたテンプレートを利用したと推察される。彼の手
によってはじめて水彩による景観図が描かれた都市も多く，こうした水彩画は
富裕層のためのアトラスに利用された。1654年にはスウェーデンのクリスティ
ーナ女王（Queen Kristina of Sweden, 1626-1689）のコレクションに，彼が制
作した130点の水彩画からなる３冊のアトラスが入ったことが知られている。
これらは，彼女の死後，教皇アレクサンデル８世（Alexander VIII, Pietro 
Vitto Ottoboni, 1610-1691）の元でヴァティカンのコレクションに収められた。
　フィングボーンスの出自と関係する南ネーデルラントの出版社のネットワー
クと，ブラウをはじめとする北部ヨーロッパのネットワークの関係は，16世紀
の地図製作における二極間関係を示すものだが，いずれもがウィーンやバイエ
ルン公の宮廷やローマと複雑に関係する中で，ヨーロッパ風景画の新たな伝統
が形成されたものと思われるため，16世紀のグラフィック景観図や風景画研究
は従来考えられていた以上に重要だと言える。
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ルエット（Claude Derouet），アンドレア・デ・アンコナ（Andrea de Ancona），アント
ーニオ・ポマランチョ（Antonio Pomarancio），ジョヴァンニ・ランフランコ（Giovanni 
Lanfranco）の構想に基づいて銅版画を制作した。グロイターの功績は，義理の息子にも，
彼自身の息子にも，この分野への門を開くことになった。また彼の版画は，ジュリオ・フ
ランチェシーニ（Giulio Franceschini），パウル・モーピン（Paul Maupin），カミーリョ・
クンギ（Camillo Cungi），フィリッペ・トマシン（Philippe Thomassin），ジョヴァンニ・
マッギ（Giovanni Maggi）など，他の版画家や出版業者との関係も示している。  
　また，アントーニオ・テンペスタ，アリプランド・カプリオーリ（Aliprando 
Caprioli），ジャーコモ・ライロ（Giacomo Lairo），レオナルド・パラソーレ（Leonardo 
Parasole），フィリッペ・トマシンと共に，ローマで活躍した，不正な模倣を退けて教皇
庁での仕事を防衛した第一世代に属する（グロイターは1604年と1621年に，そうした仕事
を引き受けている）。グロイターは，自分がデザインしたのでも出版したのでもない原版
プレートを印刷することもあった。テンペスタのような死亡した芸術家の原版プレートを
新たに印刷することもあった。グロイターの版画制作者や出版者としての活動は，17世紀
の印刷文化の背後の，興味深いｓ経済的背景を垣間見せてくれる。グロイターは，1635年
の裁判で，芸術家と出版社にとっての手段獲得のさらなる方法として印刷に捧げられた目
的を述べた三人の印刷業者の一人であった。
39）Falk and Zijma 1983, p. 125, no. 68.  このような，全体の相を個別の相で取り囲むこと
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で，対象総体をイメージにおいて捉えようとする試みは，中世の聖人図や16世紀の地誌的
景観図や17世紀の装飾的風景画に数多く見られる。
40）Falk and Zijma 1983, p. 125, no. 67.
41）Falk and Zijma 1983, p. 129, no. 82.
42）Falk and Zijma 1983, p. 128, nos. 73-79.
43）Falk and Zijma 1983, pp. 168-170, no. 253.
44）関連する文献は以下のようになる。E. Chmelarz, ‘Georg und Jacob Hoefnagel’ , 
Jahrbuch der Kunsthistorischen Sammlungen des Allerhöchsten Kaiserhauses, xvii 
(1896). pp. 275-290; A.E. Popham, ‘Georg Hoefnagel and the Civitates orbis terrarium, 
Maso Finiquerra, i (1936), pp. 182-201; E. Schilling, ‘Zwei Landscaftszeuchnungen des 
Georg Hoefnagel,’ Kunstgeschichtliche Studien für Hans Kaufmann (Berlin, 1956), pp. 
233-239; T. Vignau-Wilberg, ‘Joris Hoefnagels Tätigkeit in München’ , Jahrbuch der 
Kunsthistorischen Sammlungen in Wien, lxxxi (1985) , pp. 103-167; T. DaCosta 
Kaufmann, ‘The Nature of Imitation: Reflections on Dürer and Nature Painting towards 
1600,’ Jahrbuch der Kunsthistorischen Sammlungen in Wien, lxxxii-lxxxiii (1986), pp. 
116-144, etc.
45）関連する文献は以下のようになる。Hollstein's Dutch and Flemish etchings, engravings 
and woodcuts, ca. 1450-1700  : ‘Cock, Hieronymus’ ; J.G. van Gelder, Jan van de Velde 
(The Hague, 1933), pp. 25-30 ; M. Simon, Claes Jansz. Visscher (diss. U. Fribourg, 1958); 
Exh. Cat. Landscape in Perspective: Drawings by Rembrandt and his Contemporaries, 
directed by F.J. Duparc, Cambridge, MA, Sackler Museum; Montreal, Museum Fine Art, 
1988, pp. 221-223 ; Exh. Cat. Seventeenth-century Dutch Drawings: A Selection from the 
Maida and George Abrams Collection, directed by W.W. Robinson, Amsterdam, 
Rijksmuseum, Vienna, Albertina; New York, Piepont Morgan Library; Cambridge, MA, 
Fogg Museum, 1991-2, pp. 62-63.
